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学歴 

1990 年 九州大学文学部卒業 

1992 年 九州大学大学院文学研究科修士課程修了 

2008 年 九州大学大学院法学府修士課程修了 

2012 年 九州大学大学院法学府博士後期課程単位取得 

退学 

 

経歴 

1967 年 福岡市生まれ 

1992 年～2005 年 財団法人 計量計画研究所 研究員 

2012 年～2013 年 九州大学大学院法学研究院 助教 

2013 年～ 明海大学不動産学部 准教授 

 

 

学部 

担当科目 

学生への一言：とかく即応性が求められる時代ですが、時には、じっくり・ゆっくり考えることも、必要かもしれま

せん。 

「開発行政法」、「不動産トラブルと法」、「不動産公法」、「不動産法入門」 

学部 

ゼミテーマ 
都市空間に関する法社会学的研究 

最近の関心 

研究テーマ 
法／社会理論における空間論的転回の探求、現代社会における法／主体の行方 

 

研究科 

担当科目 

学生への一言：いっけん当然・自明に見えることを、別様でもありえたかもしれないという視点から、考えていきた

いと思います。 

「不動産公法特論」 

 

主な研究指導

テーマ 

 

・都市法に関する理論的・実証的研究 

・都市空間に関する法社会学的研究 

・不動産をめぐる紛争解決システムの研究 

これまでの 

主な研究指導

論文 

 

 



 

これまでの 

主な研究業績 

（論文、論説、

著書等） 

 

【著書】 

・『境界線上の法／主体』（2018 年、共著、ナカニシヤ出版） 

・『圏外に立つ法／理論』（2014 年、共著、ナカニシヤ出版） 

・『新版 紛争管理論』（2009 年、共著、日本加除出版） 

【論文等】 

・「わが国における都市法制の萌芽と近代都市の形成」（2016 年、『明海大学不動産学部

論集』第 24 号） 

・「総合設計制度の許可プロセスへの事前関与に関する一考察」（2015 年、『日本不動産

学会誌』第 29 巻第 1 号） 

・「都市の法の系譜と空間・不動産」（2015 年、『明海フロンティア』No.14） 

・「書評：高村学人著『コモンズからの都市再生』」（2014 年、『法社会学』第 80 号） 

・「都市計画紛争における対話促進型調停」（2013 年、『九大法学』第 105・106 合併号） 

・「調停者の〈弱さ〉が意味するもの －調停者-当事者間関係に関する一考察」（2012 年、

『法政研究』第 79 巻第 3 号） 

・「公開空地にみる現代都市コモンズの諸相」（2010 年、『法社会学』第 73 号） 

・「公共空間における紛争管理の諸問題」（2009 年、『九大法学』第 98 号） 

 

 


